
第１回林業公社の経営対策等に関する検討会の概要について

１ 日 時 平成２０年１１月５日（水） １０：００～１２：００

２ 場 所 総務省６０１会議室

３ 出席者 別紙のとおり

４ 議 事

・林業公社の経営状況及び国の施策の現状について

５ 出席者の主な発言内容

・公庫資金の償還財源は、市中銀行からの調達が難しく、県の貸付金を使っ

て償還せざるを得ない状況がある。

・債務保証に類するととられる可能性がある損失補償契約は締結しないとい

う県の方針であるため、公庫からの新規借入ができない。

・長伐期化するとその分の費用負担がかかるということであれば、分収林契

約の解除も考えられるのではないか。特に、償還の可能性、採算性等を精

査して整理すべきところは整理していくべきではないか。

・分収林契約を解除することは、伐採後の再造林の問題等があり困難。長伐

期化し、間伐を繰り返し、広葉樹を導入して自然の姿に戻しながら、将来

的には再造林しなくても良いような林分とすることを考えている。

・林業公社は、森林所有者による整備が困難な箇所を対象に造林・育成して

いるので、現時点で契約解除した場合、その後育成途上の森林を所有者が

管理することは困難。

・一番費用のかかる作業は、すでに終えており、今後、量的、質的にも森林

資源の増加が見込める。したがって、長伐期化により、金利の問題はある

が、収入そのものは増えるので、収支が改善する余地はある。

・過去に不採算林の契約解除を検討したが、公庫等への繰上償還の財源の確

保ができず断念した。

・今後、公社造林地が木材の生産段階へ移行する上で、コスト削減、事業体

の育成等が重要である。

・各県の取組等に温度差がある中で、現状を踏まえどのような対策がとれる

か考えていくことが必要。



（別 紙）
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